
　

本
市
財
政
が
破
綻
の
危
機
に

直
面
し
て
い
た
平
成
18
年
12
月
、

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
市
役
所

が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
危
機
に

立
ち
向
か
う
た
め
、
私
は
「
財

政
危
機
宣
言
」
を
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
財
政
再
建
ス
タ
ー

ト
を
宣
言
し
、
23
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
市
財
政
の
健
全
化
を

目
指
す
「
熱
海
市
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
」
を
策
定
、
市
民
の
皆

様
や
市
議
会
、
産
業
界
、
そ
し

て
職
員
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

下
、
行
財
政
改
革
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
行
財
政
改
革
の
実
行
に

際
し
て
は
『
ま
ず
市
役
所
自
ら

が
身
を
削
る
』
と
の
考
え
か
ら
、

危
機
的
状
況
下
の
緊
急
的
な
対

応
と
し
て
、
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
特
別
職
の
報
酬
や
職
員
の

給
与
に
つ
い
て
特
例
の
減
額
措

置
を
講
じ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

措
置
を
自
ら
と
る
中
で
、
市
民

の
皆
様
に
も
負
担
に
つ
い
て
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
長
期
間
に

わ
た
っ
て
引
き
上
げ
て
い
な
か
っ

た
公
共
料
金
の
値
上
げ
や
ご
み

袋
の
有
料
化
な
ど
も
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
職
員

数
の
削
減
や
事
務
事
業
の
見
直

し
な
ど
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
水
道
、
下
水
道
、
温
泉
の

公
営
企
業
３
会
計
の
不
良
債
務

が
18
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
半

減
す
る
な
ど
、
行
財
政
改
革
は

着
実
に
成
果
を
上
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
「
歳
入

に
見
合
っ
た
歳
出
構
造
」
が
実

現
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
関
係
の
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
改
め
て
感
謝
い
た
し

ま
す
。

行
財
政
改
革
の
成
果

新生熱海のビジョン
平成24年度施政方針

　『新生（リニューアル）熱海』を目指し
た平成 24 年度の市政運営について、３月
市議会定例会に先立ち齊藤栄市長が施政方
針を述べました。
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改
革
の
果
実

　

こ
う
し
た
改
革
の
結
果
、
市

税
収
入
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
中
で
も
、
18
年
度
と

比
較
し
た
23
年
度
末
の
一
般
会

計
の
基
金
残
高
は
約
16
億
円
の

増
加
、
市
債
残
額
は
約
29
億
円

の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
よ
う
や
く

庁
舎
建
設
、熱
海
駅
前
広
場
整
備
、

そ
し
て
中
学
校
統
合
と
い
っ
た
大

型
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
、
最
大
の
「
改
革

の
果
実
」
で
す
。

「
元
気
な
経
済
」
の
実
現

　

市
長
と
し
て
の
２
期
目
の
重

要
テ
ー
マ
は
「
元
気
な
経
済
」、

地
域
経
済
の
活
性
化
で
す
。
地
域

経
済
の
活
性
化
が
あ
っ
て
初
め
て

「
豊
か
な
暮
ら
し
」、
市
民
福
祉

の
向
上
が
図
れ
ま
す
。

　

５
年
間
に
わ
た
る
行
財
政
改

革
が
大
き
な
区
切
り
を
迎
え
た
こ

と
を
受
け
、
24
年
度
か
ら
「
新

生
」
と
い
う
新
た
な
目
標
を
掲
げ

ま
す
こ
と
を
、
皆
様
に
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

生
ま
れ
変
わ
る
熱
海
市

　

こ
れ
ま
で
の
数
年
間
、
そ
し
て

大 型 建 設 プ ロ ジ ェ ク ト

庁舎建設事業　24年度予算 ２億 4,869 万円【総事業費約20億円】1

熱海駅前広場整備事業　24 年度予算 ４億 786 万円【総事業費約９億円】2

庁舎完成イメージ図

　伊豆の玄関にふさわしい風格、賑わい、開放感の創出と利便性の向上を図ります。

　昨年、文化会館耐震補強事業に着手。完成後は議場などを移転します。観光会館と中央町駐車場を取り
壊し跡地に防災拠点としての消防庁舎と利用しやすい庁舎を建設します。

昭和28年 ５月　現市庁舎完成
平成23年 ９月　文化会館耐震補強工事着工
平成24年 ８月　文化会館耐震補強工事完了
平成24年11月　中央町駐車場および観光会館の取り壊し予定
平成25年 ４月　庁舎（消防庁舎含む）建設着工予定
平成26年 ４月　庁舎執務開始予定
平成26年　　　 移転完了後、現庁舎を取り壊し跡地を整備予定

【熱海駅の歴史】
大正14年 ３月　熱海線｢熱海駅｣として開業
昭和   ９年12月　丹那トンネル開通、東海道線｢熱海駅｣となる
昭和13年12月　伊東線全線開通
昭和25年 ７月　熱海駅前広場都市計画決定
昭和39年 ４月　東海道新幹線開通（東京オリンピック開催）

【工事経過と予定】
平成 ８年３月　　現熱海駅前広場改修工事完成
平成24年夏　　バスターミナル２層化工事完成予定
平成24年度　　現タクシープール側工事完成予定
平成25年度　　駅舎前歩道の屋根設置工事完成予定

平成２４年度　 施政方針

大型建設 p r o j e c t

駅前広場足湯完成イメージ図

駅前広場完成予定模型
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熱
海
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昨年のチームマリンスパ

こ
れ
か
ら
の
３
年
間
で
熱
海
は
大

き
く
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
市
庁
舎
は
昭
和
28
年

に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。ま
た
、

Ｊ
Ｒ
熱
海
駅
の
駅
舎
の
開
業
は
大

正
14
年
で
す
。
こ
れ
ら
の
建
物

が
、
平
成
26
、
27
年
度
に
か
け

て
、
半
世
紀
ぶ
り
以
上
の
全
面
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
な
り
ま
す
。
特
に

熱
海
駅
に
つ
い
て
は
、
来
遊
者
に

と
っ
て
の
熱
海
の
重
要
な
顔
で
あ

り
、
そ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
熱
海

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

ま
た
、
花
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
に
、
熱
海
梅
園
は
明
治
19

年
の
開
設
以
来
１
２
３
年
ぶ
り
に

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
糸
川
遊

歩
道
の
あ
た
み
桜
も
30
年
ぶ
り

に
整
備
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

24
年
度
か
ら
は
、
篤
志
家
の

多
大
な
ご
支
援
を
受
け
て
、
新
た

に
お
宮
緑
地
の
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の

整
備
を
行
い
ま
す
。
現
在
の
構
想

で
は
、
こ
の
整
備
が
終
わ
り
ま
す

と
、
都
市
部
で
は
日
本
一
の
ジ
ャ

カ
ラ
ン
ダ
の
集
積
と
な
り
、
初
夏

に
か
け
て
の
本
市
の
新
た
な
名
所

に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

「
再
生
」
で
は
な
く
「
新
生
」

　

こ
れ
か
ら
の
本
市
経
済
の
活

性
化
に
必
要
な
こ
と
は
、
熱
海
を

過
去
に
戻
す
「
再
生
」
で
は
な
く
、

こ
れ
ま
で
の
良
さ
を
生
か
し
な
が

ら
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
「
新

生
」、「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
に
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は
、
各
種
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
事
業
を
新
た
な
成
長
の

機
会
と
し
て
生
か
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

民
間
の
投
資
を
呼
び
込
む

　

し
か
し
、
本
市
行
政
の
政
策

資
源
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
成
長

を
実
現
す
る
に
は
、
民
間
の
力
を

活
用
し
、
そ
し
て
本
市
に
民
間
の

投
資
を
呼
び
込
む
こ
と
が
必
要
で

す
。
市
内
に
は
、
市
所
有
の
遊
休

地
を
は
じ
め
と
し
た
未
利
用
地
や

民
間
の
休
止
物
件
が
多
数
あ
り
、

こ
れ
も
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

営
業
す
る
市
役
所

　

こ
う
し
た
民
間
投
資
促
進
の

た
め
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
た
め
、
昨
年
11
月
に
副

市
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
産
業
振

興
課
、
総
合
政
策
推
進
室
の
職
員

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
し
、活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

２
月
中
に
市
営
東
駐
車
場
の

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
跡
地
に
つ
い

て
、
民
間
事
業
者
の
公
募
を
開
始

新中学校校舎改築事業　24年度予算 ５億4,463万円【総事業費約20億円】3

新中学校制服デザイン

－新校舎の概要－
　熱海市桃山町７－７(現在と同じ )
　鉄筋コンクリート造５階建て
　延べ床面積4,931㎡

　安全性と経済性、機能性と潤い、ユニバーサルデザイン、エコスクール、地域との連携を考慮した新校
舎を建設します。また、統合準備委員会や各種専門部会による検討を進め、統合に係る課題や諸問題に取
り組みます。

【統合スケジュール】
平成22年９月　熱海中学校・小嵐中学校統合決定
平成23年11月　新中学校制服デザイン決定
平成24年２月　新中学校校名を「熱海中学校」に決定
平成24年度　　校歌・校章を決定
平成26年４月　新生熱海中学校開校

【新校舎建設スケジュール】
平成24年７月～25年７月　新校舎建設工事
平成25年８月～26年３月　現熱海中学校校舎解体・グラウンド等改修工事
平成26年４月～26年８月　現小嵐中学校校舎・体育館解体工事

す
る
と
と
と
も
に
、
24
年
度
は

そ
の
ほ
か
の
市
有
地
に
つ
い
て
も

進
出
事
業
者
の
誘
致
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

本
市
に
と
っ
て
は
、
市
民
の

皆
様
方
と
同
時
に
、
観
光
の
お
客

様
や
産
業
に
携
わ
る
様
々
な
市
外

の
企
業
も
ま
た
、
行
政
の
「
顧

客
」
で
あ
り
ま
す
。
本
市
は
こ
れ

か
ら
「
営
業
す
る
市
役
所
」
と
し

て
、
熱
海
の
魅
力
を
積
極
的
に
市

外
に
情
報
発
信
し
、
そ
し
て
誘
致

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

年
間
55
万
件
の
ア
ク
セ
ス
の

あ
る
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て
は
、
24
年
度
当
初
に
は
、

検
索
し
や
す
く
、
効
果
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
と
な
る
よ
う

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
予
定
で

す
。
運
用
面
で
も
、
編
集
会
議
を

設
け
て
、
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ

作
り
を
目
指
し
ま
す
。

人
口
増
加
施
策

　

同
時
に
、
人
口
増
加
に
つ
い

て
も
、
大
変
難
し
い
課
題
で
す
が
、

一
歩
ず
つ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本
市
の
人
口
は
、
毎
年
若
年
層
が

転
出
し
、
反
対
に
高
齢
層
が
転
入

し
て
く
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
高
齢
化
と
出
生
数
の
減
少
が

進
展
し
て
い
ま
す
。
こ
の
構
造
を

打
破
す
る
に
は
、
ま
ず
は
本
市
に

新生熱海中学校完成予想図
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定
住
す
る
若
年
層
を
確
保
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
新
幹
線
が
停
ま
る

こ
と
も
あ
り
、
東
京
へ
通
勤
す
る

方
も
約
５
０
０
人
い
ま
す
が
、
今

後
、駅
周
辺
の
利
便
性
が
高
ま
り
、

民
間
の
住
宅
な
ど
の
開
発
が
進
め

ば
、
こ
う
し
た
通
勤
者
が
増
え
る

こ
と
は
大
い
に
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
総
合
政
策
推
進

室
に
お
い
て
「
熱
海
で
暮
ら
す
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
を
東
京
な
ど
へ

の
通
勤
者
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
、
団

塊
の
世
代
に
対
し
て
訴
求
で
き
る

よ
う
、
魅
力
的
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
冊
子
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

24
年
度
は
、
こ
う
し
た
情
報

発
信
の
強
化
と
と
も
に
、
規
制
や

環
境
整
備
の
観
点
か
ら
の
課
題
の

検
証
や
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
商
業

環
境
な
ど
も
含
め
た
暮
ら
し
や
す

さ
の
向
上
な
ど
の
観
点
か
ら
、
さ

ら
に
具
体
的
な
施
策
を
企
画
・
立

案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
人
口
３
万

９
千
人
に
対
し
て
、
別
荘
所
有
者

が
個
人
だ
け
で
８
千
人
近
く
い
ま

す
の
で
、
市
内
経
済
の
活
性
化
の

た
め
に
も
、
別
荘
所
有
者
の
来
訪

頻
度
が
増
え
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

  　

平
成
24
年
度
は
、
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
が
終
了
し
て
迎
え
た
最

初
の
年
、
そ
し
て
「
新
生
熱
海
」、

「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
熱
海
」
を
創
造

す
る
最
初
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

歳
出
面
で
は
、
大
型
建
設
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
遅
滞
な
く
進
め
て
い
く

た
め
、
限
ら
れ
た
予
算
で
新
規
事

業
、
拡
充
事
業
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
生
活
の
面
で
は
、
国
民

健
康
保
険
税
率
の
改
定
、
介
護
保

険
料
の
改
定
、
水
道
料
金
の
２
％

の
減
額
の
終
了
、
そ
し
て
12
月

議
会
で
可
決
さ
れ
た
市
営
温
泉
料

金
の
12
％
の
引
き
上
げ
な
ど
、

制
度
の
安
定
運
営
の
た
め
の
市
民

負
担
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

24
年
度
は
、
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
て
「
元
気
な
経
済
」、

「
豊
か
な
暮
ら
し
」、「
行
政
改

革
」
の
３
分
野
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
重
点
を
つ
け
て
施
策
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

１ 

元
気
な
経
済

　

元
気
な
経
済
の
実
現
に
向
け

て
は
、
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す

る
緊
急
経
済
対
策
か
ら
、
市
外
部

に
向
け
て
の
情
報
発
信
や
営
業
活

動
、
そ
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
そ

れ
を
継
続
で
き
る
人
材
の
育
成
や

基
盤
作
り
に
重
点
を
お
い
て
施
策

を
行
い
ま
す
。

産
業
振
興
、
駅
前
商
業
の
活
性
化

　

産
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

既
に
述
べ
た
民
間
投
資
の
促
進
の

た
め
の
活
動
に
加
え
て
、
仮
称

「
熱
海
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
セ
ン

タ
ー
」
事
業
と
し
て
、
市
内
中
小

企
業
が
新
商
品
の
開
発
や
販
路
の

開
拓
の
た
め
に
行
う
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
ム
リ
エ
の
田
崎
真

也
氏
に
も
特
別
審
査
員
と
し
て
ご

参
加
い
た
だ
き
商
工
会
議
所
が
認

定
し
た
熱
海
ブ
ラ
ン
ド
「
Ａ‐

Ｐ

Ｌ
Ｕ
Ｓ
」
商
品
の
販
売
促
進
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
熱
海
駅
ビ
ル
の
整
備
は
、

成
長
の
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、

駅
前
事
業
者
か
ら
は
不
安
の
声
も

平成24年度　施策・予算のポイント

Ａ－ＰＬＵＳアンテナショップ

お宮緑地ジャカランダ整備計画イメージ図

③ジャカランダの整備

④国際交流経費（カスカイス市訪問） 258万円
⑤観光施設トイレ改修事業費（サンビーチ） 300万円
⑥メディカルツーリズム推進業務委託 150万円
⑦誘客促進事業補助金 500万円

（1）民間の力を活用した産業振興（「営業する市役所」）
　①民間投資促進事業経費 181万円
　②熱海市チャレンジ応援センター（A‐Biz） 186万円
　③熱海ブランドAプラス販売促進支援補助金 50万円
　④熱海駅咲見町線舗装工事 2,800万円
　⑤人口増加のための業務委託（情報発信、調査） 150万円

（2）観光の基盤整備（成長の基盤作り、新たな誘客への挑戦）
　①熱海市観光協会連絡協議会誘客促進協働事業費補助金
　　（市内観光協会の一体的な誘客促進） 700万円
　②市民観光まちづくり事業費補助金 70万円

緊急経済対策から、市外への情報発信や営業活動、将来に向けた人材育成や基盤作りに重点。

１　元気な経済

平成２４年度　 施政方針

１． 行財政改革プラン（平成19年度～23年度）が終了。改革の成果（不良債務の半減、基金残高の増）により
大型建設プロジェクトを推進＝改革の果実。

２． 『新生（リニューアル）熱海』に向けた、第一歩の年（今後３年間で駅、庁舎、花などがリニューアル）。
「営業する市役所」として、民間投資の促進など民間の力の活用や、人口増加等を推進。

３． 「質の行政改革」（市民サービスレベルや職員の意欲の向上等）を推進。

３
．平
成
24
年
度
の
重
点
施
策

4広報あたみ 2012.4



現
の
た
め
、
改
革
の
果
実
を
市
民

の
皆
様
に
還
元
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
、
不
妊
治
療

　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
中
央
保
育
園
の
建
て
替
え
工

事
に
着
手
し
、
民
設
民
営
の
新
保

育
園
と
し
て
26
年
度
か
ら
の
保

育
の
実
施
を
目
指
す
ほ
か
、
引
き

続
き
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

不
妊
に
悩
む
夫
婦
が
希
望
を
持
て

る
よ
う
、
新
た
に
特
定
不
妊
治
療

費
の
一
部
を
助
成
し
、
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
定
、

　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
増
進

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
民
に
占
め
る
被
保

昨年のチームマリンスパ

聞
か
れ
ま
す
。
同
チ
ャ
レ
ン
ジ
応

援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
よ
り
、
街
の

事
業
者
の
皆
様
の
挑
戦
を
応
援
し
、

駅
ビ
ル
と
は
差
別
化
さ
れ
た
魅
力

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、
平

和
通
り
商
店
街
に
つ
い
て
、
熱
海

駅
前
広
場
の
整
備
事
業
に
あ
わ
せ
、

景
観
に
配
慮
し
た
賑
わ
い
の
あ
る

道
路
空
間
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

観
光
協
会
の
基
盤
作
り
、

　
　
　

 

観
光
ま
ち
づ
く
り

　

市
内
の
各
地
区
に
あ
る
観
光

協
会
な
ど
が
新
た
な
枠
組
み
に
お

い
て
協
働
し
、
一
体
と
な
っ
て
誘

客
促
進
等
に
取
り
組
む
熱
海
市
各

地
区
観
光
協
会
連
絡
協
議
会
に
対

し
て
、
事
業
費
を
支
援
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
各
地
区
観
光
協
会

等
の
一
体
化
や
収
益
事
業
の
確
立

が
よ
り
進
展
し
、
将
来
の
成
長
の

基
盤
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
若
年
層
の
誘
客
促
進

や
二
地
域
居
住
者
と
の
交
流
拡
大

を
推
進
す
る
事
業
を
自
発
的
、
主

体
的
に
実
施
す
る
団
体
に
対
し
て

の
補
助
を
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２ 

豊
か
な
暮
ら
し

　

限
ら
れ
た
財
政
資
金
の
中
で

で
す
が
「
豊
か
な
暮
ら
し
」
の
実

現在の中央保育園

限られた財政資金の中で、改革の果実を市民生活へ還元。

「質の行政改革」に重点。限られた政策資源（予算、職員）で政策効果を一層向上。

（1）子育て支援の充実
　①中央保育園建設経費 915万円
　②放課後児童健全育成事業 1,733万円
　③不妊治療費助成金 120万円

（2）健康づくり
　①事業の健全な運営のための国保税率（平均10%）、
　　介護保険料の改定
　②前立腺がん検診業務委託 465万円

　③大腸がん検査の無料検診者の拡大 663万円

（3）新・敬老大会 500万円

（4）安全・安心の確保
　①網代地区津波対策工事 430万円
　②津波避難誘導標識の製作・取付業務委託 392万円
　③地震対策経費 474万円
　④消防職員の確保・育成

（2）職員給与の特例減額措置の終了
　①特別職の報酬の見直し(月額15%減額)
　②職員給与の特例減額措置の終了、業務などについての
　　情報開示、意欲と能力を伸ばす仕組みを検討
（3）熱海市振興公社の改革に着手

（1）「質の行政改革」
　①総務部・財政部が連携して政策を企画・立案する
　　仕組みを確立
　②新たな「行政改革大綱」の策定
　③市民サービスの向上を目指した組織・機構の見直し

２　豊かな暮らし

３　行政改革

険
者
の
割
合
が
非
常
に
高
く
、
被

保
険
者
の
高
齢
化
が
進
展
し
て
お

り
、
比
較
的
低
所
得
者
が
多
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、「
給
付
」
と

「
負
担
」
の
公
平
化
の
観
点
か
ら
、

事
業
の
健
全
な
運
営
の
た
め
、

24
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
に
つ
い
て
改
正
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
税
率
改
正
に
当

た
っ
て
は
、
低
所
得
者
の
負
担
軽

減
に
つ
い
て
も
配
慮
い
た
し
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
税
率
を
改

正
し
て
も
な
お
、
国
民
健
康
保
険

事
業
の
運
営
は
、
依
然
と
し
て
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

保
険
給
付
費
の
抑
制
の
た
め
に
も
、

健
康
づ
く
り
事
業
に
は
よ
り
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
大
き
な
柱
の
ひ

と
つ
で
あ
る
、
生
涯
を
通
じ
た
運

動
習
慣
の
確
立
は
、
本
市
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育

委
員
会
と
健
康
づ
く
り
部
門
の
連

携
強
化
を
図
り
、
共
同
で
様
々
な

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
、

24
年
度
策
定
予
定
の
「
健
康
に

っ
ぽ
ん
21
熱
海
市
計
画
」
の
中

で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
を
疾
病
か
ら
守

る
た
め
、
引
き
続
き
保
健
事
業
の

柱
で
あ
る
各
種
検
診
の
受
診
率
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
が
ん

予
防
対
策
と
し
て
は
、
子
宮
頸
が

5



ん
検
診
の
受
診
医
療
機
関
が
市
内

に
少
な
い
た
め
、
新
た
に
検
診
車

に
よ
る
検
診
を
実
施
す
る
ほ
か
、

乳
が
ん
検
診
の
受
診
医
療
機
関
の

拡
充
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
前
立

腺
が
ん
の
罹
患
率
が
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
50
歳

以
上
の
男
性
を
対
象
に
前
立
腺
が

ん
検
診
を
追
加
し
、
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見

す
る
た
め
に
行
う
特
定
健
診
お
よ

び
後
期
高
齢
者
医
療
健
診
で
は
、

腎
臓
病
を
早
期
に
発
見
す
る
検
査

項
目
と
し
て
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
、
尿

酸
検
査
を
追
加
し
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
学
校
教
育
や
社
会
教
育
、

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
活
動
も
通
じ
て
、
生
涯

に
わ
た
る
健
康
増
進
、
保
健
予
防

の
意
識
の
啓
発
、
向
上
や
機
会
の

拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新･

敬
老
大
会

　

高
齢
者
施
策
の
分
野
で
は
、

「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
に
よ
り

開
催
さ
れ
な
く
な
っ
た
「
敬
老
大

会
」
を
見
直
し
、
参
加
者
に
一
部

自
己
負
担
を
い
た
だ
く
新
た
な
形

で
実
施
い
た
し
ま
す
。
多
年
に
わ

た
り
本
市
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

高
齢
者
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す

と
と
も
に
、
心
身
の
健
康
を
保
持

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
新
た

な
企
画
を
立
案
し
て
開
催
い
た
し

ま
す
。

安
全･

安
心
の
確
保

　

東
日
本
大
震
災
は
、
わ
が
国

の
観
測
史
上
最
大
の
地
震
と
直
後

に
発
生
し
た
巨
大
津
波
に
よ
り
、

一
度
の
災
害
と
し
て
は
戦
後
最
大

の
人
命
を
失
う
な
ど
、
甚
大
な
被

害
と
多
く
の
教
訓
を
残
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
東

海
地
震
や
神
奈
川
県
西
部
の
地
震

な
ど
巨
大
地
震
が
発
生
す
る
切
迫

性
が
増
す
中
、
市
民
や
観
光
客
の

皆
様
が
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
、

市
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
震
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
今
ま
で
以
上
に
消
防
救

急
体
制
の
充
実
や
防
災
体
制
の
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
消
防
職
員
の
技
術
や

士
気
を
高
め
、
組
織
力
を
強
化
す

る
た
め
に
、
救
急
救
命
士
の
養
成

お
よ
び
県
消
防
学
校
な
ど
の
外
部

研
修
機
関
へ
の
派
遣
を
積
極
的
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
安

全･

安
心
を
担
う
優
秀
な
人
材
を

よ
り
多
く
確
保
す
る
た
め
に
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
リ
ク
ル
ー
ト

活
動
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
地
域
防
災
の
要
で
あ

る
消
防
団
と
の
さ
ら
な
る
連
携
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
災
害
発
生
後
、

被
災
者
に
対
す
る
速
や
か
な
支
援

や
効
果
的
な
復
旧
復
興
業
務
を
遂

行
す
る
た
め
、
被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
津
波
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
た
に
網
代
地
区
へ
緊
急

避
難
路
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

津
波
浸
水
予
想
区
域
へ
津
波
避
難

誘
導
標
識
を
１
０
０
カ
所
設
置
い

た
し
ま
す
。

３ 

行
政
改
革

　

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
が
終
了

し
て
も
「
行
政
改
革
」
は
不
断
の

取
り
組
み
と
し
て
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
特
に
こ
れ
か
ら
は
、
自
治

体
経
営
の
政
策
資
源
で
あ
る
資
金

や
職
員
数
が
限
ら
れ
る
中
で
、
政

策
資
源
を
よ
り
重
要
な
政
策
に
投

入
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
政
策
の

効
果
を
高
め
て
い
く
こ
と
、
い
わ

ば
「
質
の
行
政
改
革
」
に
重
点
を

移
し
て
い
き
ま
す
。

質
の
行
政
改
革

　

そ
の
た
め
に
は
、
職
員
個
人

の
意
欲
や
創
意
工
夫
の
み
に
委
ね

る
の
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て
優

先
順
位
の
低
い
事
務
事
業
の
見
直

し
や
政
策
資
源
の
配
分
変
更
を
伴

う
政
策
の
企
画
・
立
案
を
し
て
い

く
た
め
の
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

　

23
年
度
は
、
熱
海
方
式
の
事

業
仕
分
け
や
政
策
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
が
、
24
年
度
以
降

も
引
き
続
き
問
題
点
や
課
題
を
検

証
し
つ
つ
、
総
務
部
と
財
政
部
が

連
携
し
て
、
政
策
を
企
画
・
立
案

す
る
仕
組
み
の
確
立
を
目
指
し
ま

す
。

仮設置した津波避難誘導看板

昨年の熱海方式の事業仕分け

　

ま
た
、
新
た
な
「
行
政
改
革

大
綱
」
の
作
成
や
、
新
庁
舎
建
設

を
契
機
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
目
指
し
た
市
役
所
の
組
織
・

機
構
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、

「
質
の
行
政
改
革
」
を
強
力
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

職
員
給
与
の
特
例
減
額
措
置
の
終
了

　

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
一
環

と
し
て
20
年
度
か
ら
行
っ
て
き

た
職
員
給
与
の
特
例
減
額
措
置

に
つ
い
て
は
、
23
年
度
末
を
も
っ

て
終
了
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
職

員
の
理
解
と
協
力
に
改
め
て
感
謝

し
ま
す
。

　

さ
て
、
特
別
職
の
報
酬
に
つ

い
て
は
、
平
成
４
年
以
来
19
年

ぶ
り
に
報
酬
等
審
議
会
を
開
催
し
、

報
酬
月
額
を
平
成
４
年
と
比
較
し

て
15
％
削
減
す
る
条
例
案
を
市

議
会
で
も
熱
心
に
ご
審
議
い
た
だ

い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
職
員
の
給
与

は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与

改
定
や
手
当
の
見
直
し
等
を
随
時

行
っ
て
い
る
た
め
、
22
年
度
の

職
員
１
人
当
た
り
給
与
は
、
平
成

４
年
と
比
較
し
て
既
に
15
．

６
％
削
減
さ
れ
た
水
準
と
な
っ
て

い
ま
す
。
職
員
数
も
平
成
４
年
か

ら
20
年
で
約
３
０
０
人
減
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
市
民

平成２４年度　 施政方針

り

か

ん

6広報あたみ 2012.4



一般会計予算　175億 4,300万円（前年度比1.5％減）

市債　9.2％
16億683万円

県支出金　5.5％
９億6,652万円

投資および出資金　1.2％
２億930万円
積立金　1.3％
２億2,110万円

補助費等　6.3％
11億1,161万円

維持補償費　0.5％
8,409万円

普通建設事業費等　11.8％
20億6,961万円

△0.3
△3.5
△5.7

28億 1,749万円
28億 5,637万円
６億2,574万円

水道事業会計
下水道事業会計
温泉事業会計

△0.5
△3.0
△1.8
21.5
△5.0
24.2
15.9

58億 1,030万円
9,520万円
560万円

5,540万円
40億 2,310万円

1,950万円
６億4,860万円

国民健康保険事業特別会計
駐車場事業特別会計
公共用地先行取得事業特別会計
離島初島簡易水道事業特別会計
介護保険事業特別会計
初島漁業集落排水処理事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計 

繰出金　9.9％
17億4,435万円

予備費　0.1％　2,000万円

国庫支出金　11.7％
20億6,297万円

地方交付税　5.7％
10億円

歳入

歳出

市税　56.0％
98億2,622万円

国庫支出金　11.7％
20億6,297万円 市税　56.0％

98億2,622万円

財産収入、諸収入等　3.9％
６億6,785万円

繰越金　0.9％
１億5,000万円

使用料・手数料　3.4％
６億1,111万円

その他　3.7％
６億5,150万円

各
部
門
の
主
要
施
策
な
ど
施
政
方
針
の
全
文
は

　
　
熱
海
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

の
皆
様
に
も
改
め
て
ご
理
解
を
い

た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
給
与
だ
け
で
な
く
職
員
の

業
務
内
容
に
つ
い
て
も
、
ぜ
ひ
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
職
員
給
与
の
特

例
減
額
措
置
を
終
了
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
職
員
の
業
務
と
給
与
に

つ
い
て
市
民
の
理
解
が
十
分
に
得

ら
れ
る
よ
う
、
職
員
の
業
務
な
ど

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市

民
に
対
し
て
情
報
を
開
示
す
る
機

会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
人
事
評

価
制
度
や
研
修
制
度
な
ど
、
職
員

の
意
欲
や
能
力
を
伸
ば
す
仕
組
み

を
検
討
、
具
体
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

職
員
数
が
限
ら
れ
る
中
で
、

職
員
は
市
の
財
産
で
あ
り
、
最
大

の
経
営
資
源
と
考
え
ま
す
。
職
員

が
高
い
意
欲
と
誇
り
を
持
っ
て
業

務
に
取
り
組
め
る
よ
う
な
行
政
運

営
を
目
指
し
ま
す
。

振
興
公
社
の
改
革

　

熱
海
市
振
興
公
社
は
、
市
有

地
を
活
用
し
た
市
営
駐
車
場
の
運

営
や
、
市
の
観
光
施
設
、
文
化
施

設
の
運
営
業
務
を
担
う
な
ど
、
市

の
行
政
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、

「
質
の
行
政
改
革
」
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
の
業
務
見
直
し

は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

　

熱
海
市
振
興
公
社
は
、
公
益

法
人
制
度
改
革
に
伴
い
、
25
年

度
に
は
公
益
認
定
を
受
け
た
新
た

な
財
団
法
人
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
、現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
今
後

数
年
間
か
け
て
、
市
の
立
場
か
ら

も
、
熱
海
市
振
興
公
社
の
改
革
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 　
　
　
　
　
　
　
　

―
 

省
略 ―

 　

こ
れ
か
ら
の
３
年
間
、
熱
海

市
は
大
き
な
正
念
場
を
迎
え
ま
す
。

以
上
ご
説
明
し
た
平
成
24
年
度

の
施
策
、
事
業
に
は
、
そ
の
初
年

度
と
し
て
、
い
ず
れ
も
従
来
の
熱

海
市
行
政
の
枠
を
超
え
た
新
し
い

挑
戦
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
新
生
熱
海
」、「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

熱
海
」
の
実
現
に
向
け
て
は
、
熱

海
市
行
政
の
み
な
ら
ず
、市
議
会
、

産
業
界
、
そ
し
て
市
民
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
様
、
そ
し
て
議
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
特

段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　

熱
海
市
長

平成24年度　予算の概要

企業会計　62億9,960万円（前年度比2.4％減）
対前年度
伸率（％）予算額会計名

対前年度
伸率（％）予算額会計名

特別会計　106億5,770万円（前年度比1.3％減）

物件費　15.1％
26億4,130万円

人件費　23.0％
40億3,293万円

公債費　12.8％
22億5,266万円

扶助費　17.7％
31億287万円

物件費　15.1％
26億4,130万円

人件費　23.0％
40億3,293万円

公債費　12.8％
22億5,266万円

扶助費　17.7％
31億287万円

４
．各
部
門
の
主
要
施
策

５
．む
す
び
に
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生活保護を受けている人または世帯全員が市民税非課税で、老齢福祉年金を受けている人

世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80万円以下の人

世帯全員が市民税非課税で、第２段階以外の人

世帯の誰かが市民税課税者で本人は非課税者で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が
80万円以下の人

世帯の誰かが市民税課税者で本人は市民税が非課税者で、上記の人以外の人

本人が市民税課税者で前年の合計所得金額が 190 万円未満の人

本人が市民税課税者で前年の合計所得金額が 190 万円以上 300 万円未満の人

本人が市民税課税者で前年の合計所得金額が 300 万円以上 500 万円未満の人

本人が市民税課税者で前年の合計所得金額が 500 万円以上の人

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階
( 特例 )

第４段階

第５段階

第６段階

第7段階

第 8段階

段　階 対　象　者

保険料の納め方は受給している年金額によって、２種類に分かれます。65 歳になった月（65 歳の誕生日
の前日が属する月）の分から納めます。

保険料の納め方は2種類に分かれます。

年金の定期支払い（年６回）の際に、介護保険料
があらかじめ差し引かれることで保険料をお
支払いいただきます。このことを「特別徴収」と
いいます。

●年金が年額18万円以上の人　特別徴収

熱海市からお送りする納付書により、納期にし
たがって、熱海市役所または市内の金融機関窓
口などで納めていただきます。このことを「普
通徴収」といいます。

●年金が年額18万円未満の人　普通徴収 

平成24年度から平成24年度から
65歳以上の皆さんの介護保険料が変わります。65歳以上の皆さんの介護保険料が変わります。

高齢化（65 歳以上人口）の進展に伴う要介護認定者および介護サービス利用者の増加、施
設整備計画などにより、介護給付費の増加が見込まれることから、介護保険料を改定いた
します。皆さんに納付していただく保険料は、介護保険制度を安定的に運営し、介護が必
要となったときには、誰もが安心して介護サービスを利用するための大切な財源となりま
すので、ご理解とご協力をお願いいたします。

介護保険料の見直しが必要な理由

介護保険料（年額） （単位：円）

第１段階

24,000

第２段階

24,000

第３段階

36,000

第５段階

60,000

第６段階

72,000

第７段階

76,800

第８段階

81,600

第４段階
（特例）

45,600

第４段階

48,000改定前

改定後
平成
24～26
年度

25,800 25,800 38,700 49,000
51,600
（基準額） 64,500 77,400 82,500 87,700

問い合わせ　介護保険室　☎0557（86）6285・6286

8広報あたみ 2012.4



これまでは６月中旬に「市民税・県民税納税通知書」により一年間の税額および納付方法（年４回）を
お知らせしていましたが、給与から差し引く特別徴収の該当となりますと、５月末までにお勤め先
を通じて「市民税・県民税特別徴収税額決定通知書」により１年間の税額および納付回数（年12回）を
お知らせすることとなり、１回の支払いの負担が少なくなります。

特別徴収は、1回当たりの支払いの負担が少なくなります。

※お勤め先の状況などによっては、特別徴収にならず普通徴収のまま納めていただくこと
になる人もいます。

熱
海
市
長
　
齊 

藤　

 

栄

新
年
度
を
迎
え
て

58

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
平
成
24
年

度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
私
に
は
特
別
な
思
い

が
あ
り
ま
す
。
平
成
18
年
の
９
月
に
市
長
に
就

任
し
、「
財
政
危
機
宣
言
」
を
発
し
、「
５
年
で

財
政
を
立
て
直
し
ま
す
」
と
し
た
取
り
組
み
が

23
年
度
で
そ
の
５
年
目
を
迎
え
た
か
ら
で
す
。

　

こ
の
５
年
間
で
、
約
41
億
円
あ
っ
た
上
下
水

道
温
泉
事
業
の
赤
字
を
６
割
削
減
し
、
市
の
貯

金
で
あ
る
基
金
を
新
た
に
16
億
円
積
み
増
し
ま

し
た
。こ
の
基
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
、市
庁
舎
、

熱
海
駅
前
広
場
、
新
熱
海
中
学
校
な
ど
の
大
型

建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
着
手
を
可
能
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市
民
の
皆
様

に
は
大
き
な
ご
負
担
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

「
や
っ
と
こ
こ
ま
で
来
た
」
と
い
う
の
が
、
私
の

今
の
率
直
な
感
想
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は「
新
生（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
）熱
海
」

を
目
指
し
ま
す
。
す
で
に
熱
海
梅
園
を
約
１
２

０
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
が
、
今

後
、
市
庁
舎
、
熱
海
駅
舎
が
そ
れ
ぞ
れ
約
60
年
、

90
年
ぶ
り
に
新
し
く
な
り
ま
す
。
同
時
に
、
市

も
「
営
業
す
る
市
役
所
」
と
し
て
、
熱
海
市
へ

の
民
間
投
資
を
積
極
的
に
呼
び
込
み
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

先
日
、
利
活
用
を
公
募
し
て
い
る
東
海
岸
町

の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
跡
地
（
市
有
地
）
で
現

地
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
参
加
企
業
の

担
当
者
に
、
こ
の
土
地
が
夏
は
大
勢
の
海
水
浴

客
で
賑
わ
い
、
目
の
前
で
年
間
12
回
の
海
上
花

火
大
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
ジ
ャ
カ
ラ
ン

ダ
の
並
木
が
整
備
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
価
値
を

高
め
て
い
く
こ
と
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

「
新
生
熱
海
」
を
掲
げ
、
今
後
、
熱
海
市
役
所
も

大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

個人市民税・県民税の個人市民税・県民税の
特別徴収の実施について特別徴収の実施について

静岡県と県内市町では、納税者の税負担の公平性の確保と法令遵守の観点から市民税・県
民税の特別徴収義務者の指定を徹底することとなりました。それに伴い、ご自身で納めら
れていた市民税・県民税が、毎月の給与から差し引かれ勤め先を通じて、熱海市へ納入さ
れることとなります。

特別徴収義務者の指定を進めていきます。

問い合わせ　市民税係　☎０５５７（８６）６１45

（お勤めの皆さんへ）（お勤めの皆さんへ）

❶「市民税・県民税特別徴
収税額通知書」送付（特
別徴収義務者の指定）

❹従業員に代わって税額
を納入(翌月10日まで)

❺退職者等の届出（随時）

❷「市民税・県民税特別
徴収税額通知書」配布

❸給与等の支払いの際、
税額を徴収 (６月から翌年
５月支給分まで)

熱海市 事業所等 従業員
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今
月
の
俳
句
・
短
歌

（
熱
海
俳
句
人
協
会
・
熱
海
歌
人
協
会
）

恋
猫
の
夜
を
焦
が
し
て
啼
き
に
け
り

　
　
　
　
　  

石
山
　
愛
子
（
水
口
町
）

少
年
の
髭
う
っ
す
ら
と
春
き
ざ
す

　
　
　
　
　  

相
川
　
秀
子
（
清
水
町
）

春
峰
や
木
霊
は
帰
る
と
こ
ろ
な
し

　
　
　
　
　  

鈴
木
　
初
恵
（
昭
和
町
）

大
寒
の

小
雪
ま
じ
り
の
外
出
は

友
の
手
編
み
の
マ
フ
ラ
ー
温
し

　
　
　 

　
　 

川
合
由
貴
子
（
清
水
町
）

梅
園
の
水
の
流
れ
を

繪
に
か
き
て

岩
ご
ろ
ご
ろ
と
表
情
変
え
る

　
　
　
　
　  

川
辺
　
き
く
（
伊
豆
山
）

点
滴
の
落
ち
ゆ
く
窓
の

山
裾
に
一
樹
の

紅
葉
の
一
葉
も
散
ら
ず

　
　
　
　
　  

清
水
　
幸
　
　（
相
の
原
町
）

　

明
治
時
代
、
熱
海
に
は
多
く
の
華
族
、
政
治

家
、
実
業
家
が
頻
繁
に
訪
れ
、
静
養
だ
け
で
な

く
、
国
家
の
将
来
に
関
わ
る
重
要
な
会
談
も
開

か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
の
上
流
階
級
の
間
で
は
熱
海
の

別
荘
が
大
盛
況
と
な
り
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
藤
原
銀
次
郎
、
藤
山
雷
太
、
犬
養
毅
ら
の

政
財
界
の
重
鎮
の
別
荘
が
競
う
よ
う
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
。

　

起
雲
閣
の
は
じ
ま
り
は
、
神
戸
を
拠
点
と
し

た
「
船
成
金
」
で
後
に
政
界
に
転
じ
、
戦
前
に

は
鉄
道
大
臣
、
戦
後
に
は
農
林
大
臣
な
ど
を
歴

任
し
た
内
田
信
也
が
、
経
済
的
絶
頂
期
の
大
正

８
年
に
母
親
の
静
養
の
た
め
に
建
設
し
た
内
田

別
邸
で
す
。

　

熱
海
市
指
定
有
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
麒

麟
・
大
鳳
、
孔
雀
、
薬
医
門
は
、
当
時
の
建
物
で
、

簡
素
な
が
ら
も
吟
味
さ
れ
た
材
料
を
用
い
て
技

術
的
に
も
高
い
水
準
を
示
し
た
伝
統
的
な
和
館

で
、
軒
の
出
を
浅
く
し
、
開
口
部
を
広
く
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
大
量
の
光
を
採
り
入
れ
、
大
正

期
な
ら
で
は
の
明
る
い
室
内
を
実
現
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
後
、
大
正
14
年
に
は
、
鉄
道
王
と
呼
ば

れ
、
現
在
の
東
武
鉄
道
グ
ル
ー
プ
の
創
始
者
で

根
津
美
術
館
や
武
蔵
学
園
（
武
蔵
高
校
、
武
蔵

大
学
）
を
創
立
す
る
な
ど
、
文
化
・
教
育
に
も

　
尽
力
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
根
津
嘉
一
郎
に
売

却
さ
れ
ま
し
た
。

　

熱
海
市
指
定
有
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
玉

姫
、
玉
渓
、
金
剛
・
ロ
ー
マ
風
浴
室
は
、
全
体

と
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式
を

ベ
ー
ス
に
中
国
趣
味
の
部
屋
や
ア
ー
ル
・
デ
コ

様
式
の
サ
ン
ル
ー
ム
が
加
わ
り
、
根
津
の
趣
味

を
反
映
し
た
古
美
術
骨
董
品
と
一
緒
に
な
っ

て
、
極
め
て
華
や
か
で
賑
や
か
な
空
間
を
現
出

し
、
昭
和
初
期
の
日
本
の
洋
館
の
爛
熟
ぶ
り
を

表
現
し
て
い
ま
す
。
玉
姫
、
玉
渓
に
は
、
随
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
に
切
子
ガ
ラ
ス
や
透
か
し
加
工
が
施
さ
れ
た
創

建
当
時
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
用
い
ら
れ
、
タ

イ
ル
も
美
術
タ
イ
ル
と
呼
ば
れ
る
結
晶
釉
が
厚

く
掛
か
り
、
色
幅
が
大
き
い
窯
変
調
の
手
づ
く

り
の
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
玉
渓
の
暖
炉
の
台
座
の
脇
に
あ
る
風

蝕
し
た
古
い
円
柱
は
、
こ
の
部
屋
の
見
所
の
一

つ
で
、
根
津
が
収
集
し
た
大
和
の
古
社
寺
の
柱

材
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
代
日
本
の
発
展
に
名
を
残

し
た
二
人
の
実
業
家
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
起

雲
閣
は
、
大
正
ロ
マ
ン
漂
う
和
館
と
昭
和
ロ
マ

ン
漂
う
洋
館
が
当
初
の
姿
を
維
持
し
て
お
り
、

当
時
の
上
流
階
級
の
別
荘
建
築
を
今
に
伝
え
て

い
ま
す
。

　

昭
和
22
年
に
は
、
金
沢
の
奥
座
敷
湯
桶
温
泉

で
白
雲
楼
ホ
テ
ル
を
経
営
し
て
い
た
桜
井
兵
五

郎
が
購
入
し
、
同
年
10
月
22
日
に
旅
館
「
起
雲

閣
」
と
し
て
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
起
雲
閣
を
訪
れ
た
文
豪
た
ち
を
紹

介
し
ま
す
。

起雲閣の歴史

アール・デコ様式のサンルーム

文化の香りを
訪ねて

《連載》

第１回

け
っ
し
ょ
う
ゆ
う

よ
う
へ
ん
ち
ょ
う
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毎
月
19
日
は
食
育
の
日 今月のメニュー

「今が旬たけのこの中華ミルク旨煮」

【材　料】(４人分 )
たけのこ　　　　　200ｇ　
にんじん　　　　　1/4 本
ホタテ（貝柱）　　  200ｇ
アスパラ　　　　　１束
きくらげ　　　　　５ｇ
サラダ油　　　　　大さじ１
水　　　　　　　　1/2 カップ
中華スープの素　　小さじ２
牛乳　　　　　　　１カップ　
塩・こしょう　　　少々
片栗粉　　　　　　大さじ１/2

　今が旬のたけのこは、年間を通して出回る水
煮と比べ、シャキシャキとした歯ざわりと味わい
も格別に違います。しかし、たけのこ料理がワン
パターンになってしまうことはありませんか？
食物繊維豊富で健康にもよいたけのこを、簡単
にできる中華料理でお試しください。

おすすめ
健康レシピ
お野菜プラスワンで健康食

卓お野菜プラスワンで健康食
卓

熱
海
市
役
所
防
災
室　

☎
０
５
５
７(

86)

６
４
４
５

熱　
海　
警　
察　
署　

☎
０
５
５
７(

85)

０
１
１
０

詳
細
は
静
岡
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

操
作
・
登
録
方
法
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は　

☎
０
１
２
０‐

６
７
０‐

９
７
０

【作り方】
①きくらげは水で戻しておく。
②たけのこは一口大の薄切りに。
③にんじんは３～４ｃｍ長さの薄切りの短冊切りに。
④アスパラは下茹でをして３～４ｃｍ長さに切って
　おく。
⑤プライパンを熱し油を注ぎ、たけのこ・にんじん
　を炒める。さっと炒めたら、ホタテ・きくらげを
　加え、ホタテの身がくずれないように炒める。さ
　らに、水と中華スープの素を入れ材料に火を通す。
⑥牛乳を加え、塩・こしょうで味を調え、水溶き片
　栗粉でとろみを付ける。最後に彩りのアスパラを
　加えて出来上がり。

エネルギー　143Kcal　　たんぱく質　13.5g
脂質　　　　5.2g　　 　　塩分相当量  　1.1g

【1人分の栄養価】

身近な犯罪情報をメールで送ります！

　

春
は
入
学
・
入
園
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
入

学
（
園
）
は
子
ど
も
た
ち
が
社
会
へ
出
る

第
一
歩
と
な
り
、
事
件
・
事
故
へ
の
不
安

も
大
き
く
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

は
家
庭
で
防
犯
・
交
通
安
全
の
大
切
さ
を

教
え
、
親
子
で
「
安
全
」
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん

で
子
ど
も
た
ち
に
目
を
配
り
、
温
か
く
見

守
り
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
は
大
人
の
行
動
を
よ
く
見
て
い

ま
す
。
そ
の
行
動
が
危
険
な
こ
と
で
あ
っ

て
も
真
似
を
し
ま
す
。
ま
ず
は
大
人
自
ら

が
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
良
き
手
本

と
な
る
行
動
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
を
事
件
・
事
故
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
守
り
ま
し
ょ
う

良
き
手
本
と
な
り
ま
し
ょ
う

声かけなどの不審者情報や犯罪の発生情報などをいち早く届けます。

親子で通学路を
点検しましょう！
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　毎日の生活の中で「国、県での
事務手続きなどが分からない」
「行政の制度や運用に対する皆さ
んからの要望や疑問、苦情」など
の問題を相談者と関係行政機関の
間に立って、公正・中立の立場か

２月の主要生活物資価格調査表

２月の統計情報
２月のごみ量

２月末日の人口

可燃ごみ 約1,372ﾄﾝ
その他 約 276ﾄﾝ
合　計 約1,648ﾄﾝ
（対前年比 99.0％）

★人口 1人 1日排出量★
熱海市　　約 1,440 ㌘
全　国　　約  994 ㌘
全国は21年度平均データ

環境センター☎0557(82)1153

人　口　　 39,469人
　男　　　 17,938人
　女　　　 21,531人
世帯数　　 21,281世帯
人口前月比　－60人

市民室☎0557(86)6254

メールマガジン購読

http://www.city.atami.
shizuoka.jp/mailmagazine/

※価格は税込みの価格です。
市民相談係☎0557(86)6201

（単位：円）

米
み そ
砂 糖
し ょ う ゆ
食 用 油
鶏 卵
ガ ソ リ ン
家庭用灯油

国産こしひかり 5㎏
1㎏袋入り
上白1㎏袋入り
こいくち特級1㍑
キャノーラ油1㎏
Ｌサイズ10個
レギュラー　１㍑
18㍑（店頭渡し）

2,328
273
199
280
369
196
150
1,819

140
12
5
10
－8
－2
0
15

2,061
284
194
257
323
187
143
1,628

品　　名 規　　　　格 市平均 前月差 県平均

消費者月間について
市民相談係☎0557(86)6201

行政相談員による「巡回行政
相談」の開催
市民相談室☎0557(86)6073

ら解決するお手伝いをするのが行
政相談制度です。詳細は対象町内
会を通じてご案内します。

　毎年５月は「消費者月間」です。
消費者問題に関する啓発・教育な
どの事業を集中的に行います。今

年のテーマは「安全・安心　いま
新たなステージへ」です。高齢者
などを狙った悪質商法や架空請求
などの被害が後を絶ちません。悪
質商法の手口に関する情報を広く
共有し、注意を呼びかけることが
被害防止に役立ちます。気が付い
たことがありましたら、ぜひ情報
をお寄せください。

はかりの定期検査について
商工室☎0557（86）6204

　はかりの定期検査が、下記の日程で実施されます。この定期検査は２年に一度、事業所において取
引や証明に使用している「はかり」が、適正に計量されているかなどを検査するものです。事業所に
おいて、取引や証明に「はかり」を使用している場合は、計量法により検査が義務付けられておりま
すので、必ず検査（有料）を受けてください。
定期検査の対象となるはかり
　・商店や工場などで取引に使うはかり　・学校、病院などで健康診断に使うはかり
　・薬局などで薬剤調合用に使うはかり　・お茶、コーヒーなどの販売目的で使うはかり
　・荷物運送業などで荷物の料金を決めるために使うはかり

※はかりの定期検査受験者には、静岡県計量協会より検査日の約１週間前に「計量器定期検査通知書
　（はがき）」が送られます。はがきの通知がなくても検査が必要なはかりをお持ちの場合は、検査会場
　へはかりを持参することにより、検査を受けることが出来ます。

５月16日（水）
５月17日（木）
５月18日（金）
５月21日（月）
５月22日（火）
５月23日（水）
５月24日（木）

泉小中学校駐車場
長浜海浜公園　休憩施設
初島漁業協同組合１階
静岡県熱海総合庁舎裏側駐車場
静岡県熱海総合庁舎裏側駐車場
静岡県熱海総合庁舎裏側駐車場
静岡県熱海総合庁舎裏側駐車場

午後１時　　 　
午前９時30分　
午前10時　　　
午後１時　　　
午前９時30分　
午前９時30分　
午前９時30分　

～　午後３時
～　午後４時
～　午前11時
～　午後４時
～　午後４時
～　午後４時
～　正午　　

検査期日　　　　　　　　　検査時間　　　　　　　　　　　　  検査場所
検査日程



熱海市健康づくり食生活推進
員養成講座受講生募集

健康づくり室☎0557(86)6294
B:100-120-105
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【納税通知書発送時期】
　平成24年度の固定資産税・都
市計画税の納税通知書は４月中旬
の発送となります。第１期の納期
限は５月１日(火)です。期限内納
付をお願いします。
【固定資産税・都市計画税縦覧】
　平成24年度 固定資産税・都市
計画税の縦覧を行います。
対象者：熱海市の固定資産税納税
義務者(同居の親族･納税管理人な
ど代理権を有する人を含む)
期間：４月２日(月)から５月１日
　　　(火)まで(土日祝日を除く)
時間：午前８時30分
　　　～午後５時15分
場所：熱海市役所２階　課税課
内容：納税者が自己の固定資産の
評価額が適正かどうかを判断でき
るようにするため、ほかの土地や
家屋の評価額と比較するための制
度です。非課税物件しか所有して
いない人、固定資産が免税点未満
の人は縦覧することができません。
　土地のみの納税者は家屋の縦覧
を、家屋のみの納税者は土地の縦
覧をすることはできません。
持ち物：
①納税者本人・同居の親族の場
合：納税通知書または印鑑または
運転免許証
②代理人の場合：申請者の印鑑ま
たは運転免許証、納税者本人から
の委任状
その他：縦覧期間中の名寄帳（資
産の一覧表）の交付は無料です。
郵送による請求を希望する場合は
お問い合わせください。

　
　健康づくりの基本となる「よい
食生活」を推進する健康づくり食

生活推進員を養成します。講座修
了後、地域で食育を推進し普及す
る健康づくり食生活推進員として
活動していただきます。
受講期間：６月から平成25年３
月までの毎月第１水曜日または第
２水曜日
時間：午前10時～午後１時30分
場所：いきいきプラザ
内容：健康づくり食生活推進員と
して活動するために必要な事項に
ついて、カリキュラムに添って学
びます。毎回、講義と調理実習、
ストレッチ体操があります。
応募資格：市内在住、在勤者で全
10回の講座に参加できる人。
講座終了後、市内で地区組織のボ
ランティアとして活動できる人。
参加費用：3,050円（調理実習費
2,000円・テキスト代1,050円）
初回時に徴収します。
募集人員：30人
申込期限：５月31日（木）
申込方法：窓口または電話でお申
し込みください。

　自動車税は、４月１日現在で運
輸支局に登録されている自動車
(軽自動車を除く)の所有者にかか
ります。お近くの金融機関、郵便
局、コンビニエンスストアなどで
納付できます。詳細については、
送付される自動車税納税通知書の
裏面をご覧ください。

　市民の安全かつ平穏な生活の確
保と社会経済活動の健全な発展に
寄与することを目的として、熱海
市暴力団排除条例を制定し、４月
１日より施行しました。今後は、
毎年、12月15日に開催している
「熱海市市民安全大会による啓発

活動」、また「熱海市市民安全連
絡会議」の中に、「暴力団排除活
動に関する情報交換会」を設ける
など、市民、各業界、関係団体等と
連携して暴力団を排除するための
対策を推進していくものです。

 

　将来自衛隊の中枢を担うことを
期待されたコースです。幹部候補
生は陸・海・空自衛隊の幹部候補
生学校に入校し、１年後幹部に昇
任、部隊において各職域の専門的
リーダーとして活躍します。文系
および理工系から進む通常コー
ス・パイロットコース、理工科系
から進む技術要員コースおよび医
科・歯科・薬学科系から進む医官
コースに分かれています。
給与：初任給月額214,900円
　　　(大学卒）
資格：平成25年４月１日現在、
22歳から25歳までの大学卒業程
度の学力を有する人
申込期限：４月27日(金)
試験日：５月12日(土)
(飛行は12日、13日の両日)
※詳細はホームページまたはお問
い合わせください。

　医療や健康に興味のある人を対
象とした市民公開講座を開催しま
す。
日時：５月17日(木)
　　　午後５時～６時
場所：順天堂大学医学部附属静岡
病院 管理棟４階第１会議室
演題：よくわかる大腸がん－現在
および今後の検査、治療について
講師：順天堂大学医学部附属静岡
病院 外科 准教授 櫻田睦先生
参加方法：申込不要、参加費無料、
どなたでも自由に参加できます。

お ら せ知
固定資産税・都市計画税の
お知らせ

資産税係☎0557(86)6149

熱海市暴力団排除条例の制定
について

防災室☎0557(86)6442

市民公開講座開催
順天堂大学医学部付属静岡病院

☎055(948)3111

自衛官（幹部候補生）募集の
お知らせ

自衛隊伊東地域事務所
☎0557(37)9632

自動車税の納期限は５月31日
です

静岡県熱海財務事務所
☎0557(82)9061
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がんばる職員

　熱海市の広報・広聴業務を担当する広報広聴室では、現在
４人の広報スタッフが地域の話題や行政情報などを市内外
へ発信しています。
　今回は、そんな広報広聴室で頑張る中島職員を密着取材。
抜群の行動力で仕事をこなしていく中島職員を追いながら、
毎月発行される本紙「広報あたみ」がどのようにつくられてい
るか紹介していきます！

Vol.１ 総務課 広報広聴室
　　　　中島 職員

　広報スタッフが、活躍する市の職員をクローズアップ！

　16ページ立ての広報あたみは、室員4人でつくっていま
す。毎月、特集やお知らせの担当を割り振っていますが、特
集を担当するときは、どうつくれば市民の皆さんに興味を
持ってもらえるか、見やすいかなど考えて編集しています。
特集は担当する人で、レイアウトやデザインに特徴がありま
す。そんなところも気にして見てください。

広報広聴室では、ほかにもこんな仕事をしています！
・町内会長連合会事務局
・報道機関との連絡調整
・世論調査に関すること
・市ホームページの管理

・市イベント等の取材
・FM熱海湯河原などを
  通して市政情報を発信

熱海市立図書館
熱海市上宿町14－20　☎0557（86）6591
休館日・ブックバスの予定は15ページを
ご覧ください。

お勧めの新刊

〔幸せになる百通りの方法〕
一般書

荻原 浩/文藝春秋

〔ジャッキーのゆめ〕 児童書

あだち なみ(絵)あいはら ひろゆき(文)／
ブロンズ新社

　「おとなになったらなにになりたい
の？」とおにいちゃんたちに聞かれたジ
ャッキー。おかしをいっぱいならべたお
みせ屋さんに、まほうつかい。おひめさ
まにデイビッドの花よめさん。ジャッキ
ーのゆめはどんどんふくらみます。
　だけど、おにいちゃんたちのゆめとい
ったら……

　「ここではないどこか」「あなたじゃな
い誰か」はいつも予想外！
　恋人が突如「歴女」になってしまった、
リストラを家族に言い出せない、不倫の恋
の踏ん切りがつかない……そんなあなたの
ための７つの物語

密着!

　広報あたみの制作は、広報スタッフの編集会議から始まり
ます。掲載内容の年間スケジュールは年度初めに大体決めて
いますが、編集会議では担当するページを分担したり、表紙
にどんな写真を使うか話し合ったりと、細かい部分を詰めて
いきます。
　特集記事などは、担当部署と打
ち合わせをし、取材をしたり資料
を集めたりします。紙面で使う写
真は、レイアウトも考えて様々な
アングルから撮ります。
　編集作業はパソコンで進められ
ます。文章はもちろん、文字のサ
イズや色なども読みやすさに配慮
して紙面を構成しています。この
作業は一番時間がかかるうえ、担
当者がこだわる部分でもありま
す。原稿が完成すると、担当部署
や広報室内で内容に誤りがないか
など、３度の校正を経て印刷へ。
　こうして完成した広報紙は、発
行日の朝に車へ積み込まれ、町内
会の指定場所に配達され、その後
皆さんの手もとへ届けられます。

★中島職員から★



9 ㈬

春クルーズinあたみ（熱海港）16：00～17：006 ㈰
7 ㈪

●にこにこサロン（親子ふれあいサロン）10：30～11：0011 ㈮

2 ㈬

カーナイデー20 ㈰

こどもの日
●おはなし会（図書館）14：30～15：005 ㈯

●熱海子育て支援センター「あそびましょう」
（いきいきプラザ）10：00～11：308 ㈫

春クルーズinあたみ（熱海港）16：00～17：00
●朗読会（図書館）13：30～14：1012 ㈯

春クルーズinあたみ（熱海港）16：00～17：00
●おはなし会（図書館）14：30～15：0019 ㈯

●熱海子育て支援センター「なかよしランド」（中央保育園）
　10：00～11：30

22 ㈫
23 ㈬

21 ㈪

18 ㈮

カーナイデー
●製本教室（図書館）9：30～15：0010 ㈭

日曜朝市（渚小公園）7：00～11：0013 ㈰

●３歳児健康診査（いきいきプラザ）13：00～14：0016 ㈬

14 ㈪

初島ところ天祭り（初島）※5/5まで
姫の沢公園花まつり（姫の沢公園）※5/6まで
ＧＷながはま特設市（長浜海浜公園）9：00～15：00※5/6まで

1 ㈫

憲法記念日
春のそれ伊豆山伊勢海老磯まつり（伊豆山海岸）※5/4まで
伊豆湯河原鯉のぼり祭り（泉公園）※5/5まで

3 ㈭

みどりの日
網代かっちゃくれ浜市（網代漁港前）9：00～15：00
（雨天の際は５日）

4 ㈮

●熱海子育て支援センター「外であそびましょう」
（大湯間欠泉前　空き地）10：00～11：30
●７～８カ月児相談（いきいきプラザ）13：00～15：00

15 ㈫

●エイズ検査・肝炎検査※予約制（熱海保健所）9：00～11：15
●製本教室（図書館）9：30～15：00
●１歳６カ月児健康診査（いきいきプラザ）13：00～14：00

17 ㈭

25 ㈮

●製本教室（図書館）9：30～15：00
●両親学級②（いきいきプラザ）10：00～14：00

春クルーズinあたみ（熱海港）16：00～17：00
湯かけまつり（泉公園ほか）19：00～21：30
日曜朝市（渚小公園）7：00～11：0027 ㈰

カーナイデー

●南熱海子育て支援センター「地引網」（長浜海水浴場）
　10：00～12：00
●にこにこサロン（親子ふれあいサロン）10：30～11：00

28 ㈪

●熱海子育て支援センター「おやこであそぼ！」（図書館）
　10：00～11：0029 ㈫

30 ㈬

31 ㈭

●製本教室（図書館）9：30～15：00
●熱海子育て支援センター「外であそびましょう」
（大湯間欠泉前　空き地）10：00～11：30
●両親学級①（いきいきプラザ）13：30～16：15

26 ㈯

24 ㈭

15

5月 May
マークの説明
■施設休館日
　　 図書館休館日 ☎0557(86)6591
　　 起雲閣休館日 ☎0557(86)3101
 　　マリンスパ休館日 ☎0557(86)2020

■市民相談　市民相談室 ☎ 0557(86)6073
　 行政相談 13:00 ～ 15:00
　 法律相談 (予約制 ) 13:00 ～ 16:00
　 消費生活相談 13:00 ～ 16:00
　 建築相談 (予約制 ) 13:00 ～ 16:00
　 人権よろず相談 13:00 ～ 16:00
　 交通事故相談 (予約制 ) 10:00 ～ 15:00

■福祉関係相談　福祉センター ☎0557(86)6335
　 身体障害者相談会 9:30 ～ 11:30
　 知的障害者相談会 10:30 ～ 12:00
　 精神障害者憩いの場｢ぷらむ｣ 13:00 ～ 16:00
　 障害者就労支援相談 10:30 ～ 12:00
　 身体障害者「何でも相談」 13:00 ～ 15:00
　 精神障害者相談会 10:00 ～ 12:00

■福祉関係相談
　熱海健康福祉センター ☎0557(82)9120
　 こころの健康相談 (予約制 ) 13:30 ～ 15:00

■乳幼児相談　いきいきプラザ ☎0557(86)6294
　 乳幼児相談 9:30 ～ 11:30

◇市役所 (代表 ) ☎0557(86)6000
◇南熱海支所 ☎0557(68)2151
◇泉支所 ☎0465(62)2335
◇伊豆山出張所 ☎0557(80)2427
◇エコプラント姫の沢 ☎0557(82)1153
◇火葬場 ☎0557(81)2473
◇南熱海マリンホール ☎0557(68)4778

■火災情報・救急当番医の情報は
　火災・救急テレホンサービス ☎0557(81)9911
■学校・家庭・心の問題などの相談は
　ふれあい電話相談 ☎0557(81)8080
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5月のブックバスかもめ号

1日(火)
15日(火)

2日(水)
16日(水)

3日(木)
 17日(木)

4日(金)
18日(金)

 9日(水)
23日(水)

網代小学校
大縄公園
海光園
スルガケアサービス
上多賀会館
多賀小学校
泉小中学校
泉支所
桃山小学校
伊豆山中央バス停横
マルコシ酒店横駐車場
七尾団地集会場
伊豆海の郷前
伊豆山小学校
ひばりヶ丘団地下駐車場
相の原団地バス停上駐車場
緑ガ丘公園
第一小学校体育館横駐車場

13：15～14：15
14：45～15：30
13：00～13：30
13：45～14：15
14：30～15：00
15：15～16：00
13：00～13：35
13：50～14：20
15：10～16：00
10：00～10：30
10：45～11：15
13：15～13：45
14：00～14：45
15：00～16：00
10：30～11：20
13：30～14：00
14：20～14：50
15：10～16：00

実施日 ス テ ー シ ョ ン 時　　間

消身 図
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法 マ

乳

交 起
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法 マ

マ

マ
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走り湯神社例大祭（走り湯神社）
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図
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マ

　　は各種相談会の開催日です。また、　　  は施設
の休館日です。相談会の種類、時間、場所および休館
施設名は頁左側の「マークの説明」をご参照ください。

各種相談日 施設休館日



問い合わせ　高齢者福祉室　☎0557(86)6321

アカオハーブ＆ローズガーデン
熱海市民無料招待会のご案内納期のお知らせ

5月1日(火)
■固定資産税・都市計画税　　  第１期

　　　　　【収納課】0557(86)6163

■介護保険料　　　　　　　　  第１期

　　　【介護保険室】0557(86)6285

納付には、便利な口座振替をご利用ください。

熱海市ホームページ http://www.city.atami.shizuoka.jp/　広報あたみラジオ放送ＦＭ熱海湯河原 79.6MHz
広報あたみは再生紙を使用しています。

発行：熱海市／編集：総務課広報広聴室／〒413-8550 熱海市中央町1-1 ☎0557(86)6070　　koho@city.atami.shizuoka.jp

市民教室受講生募集

・受講希望者が多数の場合は、抽選となりますのでご承知ください。（落選者のみ、はがきにて通知）
・受講希望者が少人数しか集まらない場合は、開講しない場合があります。（申込者にはがきにて通知）
・実施日と時間帯は、都合により変更となる場合があります。
・一旦納入された受講料の返却は、いたしません。

・受講希望者が多数の場合は、抽選となりますのでご承知ください。（落選者のみ、はがきにて通知）
・受講希望者が少人数しか集まらない場合は、開講しない場合があります。（申込者にはがきにて通知）
・実施日と時間帯は、都合により変更となる場合があります。
・一旦納入された受講料の返却は、いたしません。
問い合わせ：生涯学習課（市役所 第２庁舎 ２階）☎0557（86）6577・6578
　　　　　　ファックス　0557（86）6606　メールアドレス　kominkan@city.atami.shizuoka.jp
問い合わせ：生涯学習課（市役所 第２庁舎 ２階）☎0557（86）6577・6578
　　　　　　ファックス　0557（86）6606　メールアドレス　kominkan@city.atami.shizuoka.jp

ペン字の基礎から応用まで、楽しく習ってみませんか。普段書く文字の
くせを直せます。
興味のある初心者の方やもう少し上達したい方、ぜひご参加ください。
簡単にできるティッシュケースやポーチなどをつくります。
ボール･ベル･ベルダーの３つの用具（３Ｂ）を使い音楽に合わせて楽し
く体を動かす健康体操です。
礼儀作法、美しい立居振るまいが自然に身につきます。初めての方、男
性も歓迎です。
もっと自由に自分らしい作品を撮ってみませんか？みんなで写真を見
せ合って、一緒に楽しい時間を過ごす写真ワークショップです。
今ブレイクしている癒しのオカリナを皆で楽しみましょう。楽器初め
ての方OK。グループレッスンです。
心身の健康のために、気楽にヨガをしてみましょう。まずは全身を動か
して、心もくつろげます。
手近な材料で、安全･安心なお菓子を手づくりします。女性はもちろん、
男性もぜひ参加ください。
音出しから手入れまで、最初から｢ちょうちょ｣や｢きらきら星｣など、や
さしい曲はすぐ吹けます。

親子で想像力（創造力）を働かしてものづくりを体験し｢親子の時間｣を
有意義に過ごしましょう。大人だけでも参加できます。

華やかなダンスでストレス解消、健康増進にもお勧めです。健康のた
め、皆さんで楽しく踊ってみましょう。男性もぜひ参加ください。
草花･果実など楽しく描きましょう。見馴れた草花から美しさを再発見
できるでしょう。
マンボ･ジルバ･ブルースを練習します。クリスマス･ダンスパーティで
踊れるようになりましょう。
簡単な押し花の作り方を学び、季節にあった作品を作りましょう。プレ
ゼントにもどうぞ！
ゆったりとした呼吸と動きで身体にやさしく、健康にも良い気功と太
極拳。ぜひ、一緒に始めてみましょう。

御守  映光

浅賀  良子

本多  幸代

花柳 あらた

荒  多惠子

図師  勝貴

細田 有吏子

岡部  昭子

鞍掛  磨事

平井  利之

小山  裕子

大谷  まや

嘉信  光司

立見  雅代

長谷川 紀子

6/6･20、7/4･18、8/1･8（水）
10：00 ～ 11：30
6/11･18、7/2･9･23･30（月）
10：00 ～ 12：00
6/12･26、7/10･24、8/7･28（火）
10：00 ～ 11：30
6/12･26、7/10･24、8/7･28（火）
13：30 ～ 15：00
6/13、7/11、8/8（水）
13：30 ～ 15：00
6/18･25、7/9･23、8/13･27（月）
13：00 ～ 14：30
6/18･25、7/9･23、8/13･27（月）
15：00 ～ 16：30
6/22、7/13、8/31、9/21、10/26、
11/30（金）10：00 ～ 12：00
6/22、7/6･20、8/3･10・31（金）
13：00 ～ 14：30
7/25･29、10/6、11/11
7 月 10：00 ～ 15：30
10･11 月 10：00 ～ 12：00
9/3･17、10/1･15･29、11/19（月）
15：00 ～ 16：30
9/5･12･26、10/10･24･31（水）
10：00 ～ 12：00
9/6･20、10/11･25、11/8･22（木）
13：30 ～ 15：00
9/12、10/17、11/14、12/12、
1/9、2/13（水）13：30 ～ 15：30
9/26、10/10･24、11/7･21、12/5
（水）10：00 ～ 11：30

ペン字
（20 人）
パッチワーク
（20 人）
３Ｂ体操
（20 人）
日本舞踊
（20 人）
写　　真
（15 人）
オカリナ
（20 人）
ヨ　　ガ
（15 人）
お菓子づくり
（20 人）
ハーモニカ
（20 人）
親子ジオラマ
製作

（20 組）
ベリーダンス
（30 人）
水 彩 画
（15 人）
社交ダンス
（20 人）
押 し 花
（20 人）
気功と太極拳
（20 人）

教室名( 定員)　　　 講師　　　　　　  実施日・時間　　　　　　　　　　　　　　　内容（講師よりひとこと）
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